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を
力
に
字
活。
を
愛
に
字
活
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第64回長崎県美術展覧会　デザイン部門　中華人民共和国駐長崎総領事賞  『活字離れ』（連作）

波佐見高校 美術・工芸科２年
岡村 果南子
おかむら　　かなこ

今月の
はさみの人 さん

　インターネットやSNSの普及に伴い、若い人たちを中心に活字離れが進んでいます。

本を手にしてページをめくると、自然と穏やかな気持ちになります。もっと本に親し

んでほしいという作者の気持ちが込められた作品です。

　今年の長崎県展デザイン部門で中華人民共和国駐長崎総領事賞を受賞されました。

編
集
後
記

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
令

和
初
の
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

今
年
は
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
年
で
す
。
世
界
各
国
か
ら
鍛

え
ぬ
か
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
ま

り
、
力
や
技
を
競
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
が
盛
ん
な
本
町
か
ら
、
五
輪
や
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
す
る
選
手
の

出
現
も
夢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

 

３
月
定
例
会
は
間
も
な
く
で
す
。
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

（
脇
坂
　
正
孝
）

北

村

清

美

城

後

　

光

福

田

勝

也

横

山

聖

代

三

石

　

孝

脇

坂

正

孝

委
員
長

副
委
員
長

委

員

今

井

泰

照

議

長

議
会
だ
よ
り
●
令
和
２
年
２
月
14
日
発
行

●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１
波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　
印
刷
／
有
限
会
社
井
手
写
真
製
版

議
会
広
報
調
査 

特
別
委
員
会

次回定例会は3月上旬予定
場所：役場2階 議場

日程はHPや町内放送でお知らせします
波佐見町役場 議会事務局 ℡85-5755
h t tp : / /www. town .hasam i . l g . j p

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

傍聴者の駐車場を

確保してほしい。

（40・60代女性）

議 員 の 質 問 さ れ

て い る 姿 勢 や 感

情 を み る と、一

生 懸 命、信 念 を

感じた。

（50 代　女性）

災 害 対 策 と し て、

他 人 事 と 考 え ず、

“備えあれば患いな

し”の考えが良い

と思った。

（50 代　女性）

傍聴者の声 12月定例会は、のべ34人の傍聴がありました。
いただいた意見の一部をご紹介します。

河川の木や草の処分

を も っ と し て ほ し

い。災害防止のため

にも。（50 代　女性）

交通弱者対策として、本町もタクシー券

が良いと思います。

（40・50・60・70 代　女性）

町民の収入が低い方の事を良く考え

られていて、ありがたく思った。

（50 代　女性）

役場に緊急時の食料の備蓄があるとは知らな

かった。ずっと心配していたから知れてよかった。

（50 代　女性）

もっと町民の方に傍聴に来ても

らった方が良いと思った。

（50代　女性）

 令和元年最後の議会に沢山の方に傍聴に来て頂き感謝申し上げます。頂戴しましたご意

見は、今後の議会運営にしっかり反映させて頂きます。

 また、一般質問の内容についての感想は、とても嬉しく感じました。今後の議員活動に

も気合が入ります。ありがとうございました。

傍聴者に感謝

発
行
責
任
者
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波佐見有田インターチェンジ岩峠駐車場の
有料化がスタート

9月定例会において、有料駐車場の設置及び管理に関する条例が可決され、令和
2年1月15日から波佐見有田インターチェンジ岩峠駐車場が有料となりました。

◎12月定例会では、「令和元年度一般会計補正予算（第2号）」が提出され、5億
5500万円を追加し、歳入歳出予算の総額76億3100万円となりました。

◎その他、５件の事業会計の補正予算や７件の条例を含め、15件の議案が提出され
審議いたしました。

※「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例」については、最低賃金に抵触するため撤回され、内容を精査し、３月議会
に再提出されます。

令和元年 12月定例会

波佐見町 防災行政無線戸別受信機整備工事
請負契約の締結
工事の概要
　現在の自治会所有の有線放送設備が廃止され、各世帯に戸別受信機を設置すること
により、町からの防災及び行政情報、並びに自治会等からのコミュニティー情報を音
声による伝達が可能となります。

A  公募型でありながら、見積書の提出が1社しかなかったが、どのような事が考えられるか。
A  非常に特殊な工事のため、これらの技術を持った業者数が少なく、事業者の確保が困難であった。

A  各自治会の中の連合班ごとや、小さい区切りのグループごとにも放送できるのか。
A  グループの設定・選択をすると、個別のエリアだけを放送することも可能である。

A  各自治会の工事や設置の順番はどうするのか。
A  各自治会の優先順位に関しては、まだ決めていない。設置をした自治会ごとに運用することは 
     可能である。

全会一致
可決

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ　

Ａ　

Ａ　

令和元年 12月定例会
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波佐見町 歴史文化交流館（仮称）
整備工事請負契約の変更
工事の概要
　既存棟の改修にあたり床、壁を撤去した際、設計（調査）段階で目視できなかった基
礎コンクリートに大小の「ひび割れ」が確認され、また土台（木材）柱の連結にも設計
上の「基礎強度」が確保できないため、基礎工事の追加工事を実施するもの。

　１．契約金額
　　　　変更前の契約金額　　253,715,000円
　　　　今回の増額　　　　　　 3,848,900円
　　　　変更後の契約金額　　257,563,900円
　２．契約の相手方　
　　　　株式会社　上山建設

可決

波佐見町 課設置条例の一部を改正する条例
１．住民福祉課と健康推進課の業務、事務の効率化を図るために2課を3課に分割。
　　〔住民福祉課〕………………… 戸籍、環境衛生
　　〔子ども・健康保険課〕……… 子育て支援、健康増進、国保年金
　　〔長寿支援課〕………………… 介護保険、包括支援センター（高齢者福祉）

２．庁舎の建て替えを本格着手するために「庁舎建設推進室」を新たに設ける。

３．観光事業の振興を進めるため商工振興課を「商工観光課」に改める。

A  子ども・健康保険課と長寿支援課の窓口のレイアウトは、大幅に変わるのか。
A  大きくは変わらないが、十分検討しながら進めていきたい。

A  新たに庁舎建設室とあるが、室と課の違いは。
A  室の場合は、一つの業務に特化した仕事をするために設けるものである。

A  商工振興課から商工観光課に変更する意図は何か。
A  本町としては観光事業にも力を入れており、「観光」を前面に打ち出していきたい。

可決

　これまでも大きな工事が落札・発注され
た後に、調査・設計ミスでどれも変更契約
の提案をなされてきた。前契約の範囲内で
工事を完了するよう契約変更に反対する。

　建設（改修）工事においては、変更はよ
くあることで仕方ない｡ よりいいものをつ
くっていただくという点において、契約変
更は賛成する。

反対討論 賛成討論（三石　孝 議員） （百武　辰美 議員）

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ　

Ａ　

Ａ　
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　町の行財政全般にわたって執行機関に疑問
点をただし、自己の意見や政策を述べるもの
です。質問権は、町の重要な意思を決定し、
住民に代わって行財政の運営を監視する機能
をもつ議会の構成員である議員に与えられて
いる固有の権利です。

※12月定例会会議録は、4月下旬ごろ町ホームページへ掲載します。　　http://www.town.hasami.lg.jp

質　問　項　目

掲載ページ 議員名 内　　　　　　　　容

５ 城後　　光
（1）歴史ある街並みを活かした景観づくりへの支援 ※
（2）幼児教育・保育の無償化に伴う影響 ※
（3）保育環境の改善に向けた取り組み ※

５ 石峰　　実 （1）町有林の収益分収契約の協議経過と今後の取り扱い ※

６ 堀池　主男
（1）波佐見町地域防災計画と対策 ※
（2）防災行政無線戸別受信機の整備の現状と今後の計画 ※
（3）波佐見有田インターチェンジ岩峠駐車場 ※

6 横山　聖代 （1）いのち・暮らしを守る防災対策 ※
（2）中央小学校周辺の通学路

7 北村　清美
（1）波佐見町体育協会、文化協会 ※
（2）ふるさとづくり応援寄附金 ※
（3）本町のスマートシティ構想

7 太田　一彦
（1）災害対策 ※
（2）教育行政 ※
（3）公共施設 ※

8 脇坂　正孝
（1）公共施設のトイレの洋式化 ※
（2）災害対策 
（3）支え合いのまちづくり 

8 尾上　和孝 （1）観光事業 ※

9 三石　　孝
（1）環境行政 
（2）道路行政 
（3）公共交通と交通弱者対策 ※

一般質問
一 般 質 問 と は

※本誌に掲載している内容です
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一
般
質
問

　

西
ノ
原
地
区
に
お
い
て
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
建

物
の
新
築
が
増
え
て
い
る
。
文

化
財
を
活
か
し
た
景
観
を
維
持

す
る
た
め
に
「
波
佐
見
講
堂
・

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
で
は
、

紳
士
協
定
が
整
備
さ
れ
た
。

問　

古
い
町
並
み
が
残
っ
て
い

る
宿
郷
お
よ
び
西
ノ
原
等
の
地

域
に
お
い
て
、
景
観
維
持
の
た

め
に
、
特
別
な
支
援
が
で
き
な

い
か
。

町
長　

平
成
28
年
に
施
行
し
た

波
佐
見
町
景
観
計
画
で
は
、
町

の
役
割
の
一
つ
と
し
て
景
観
形

成
に
関
す
る
取
り
組
み
へ
の
支

援
を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
則
り
、
宿
や
西
ノ
原

地
区
等
の
景
観
整
備
に
つ
い
て

は
、
そ
の
地
域
の
整
備
に
該
当

す
る
補
助
事
業
が
な
い
か
、

国
・
県
と
協
議
し
、
地
元
の
要

望
に
沿
う
形
で
支
援
を
図
る
よ

う
努
め
た
い
。

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

制
度
が
昨
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
と

も
に
、
事
務
負
担
が
増
え
て
い

る
。
特
に
、
給
食
に
関
す
る
実

費
負
担
が
発
生
し
た
。
徴
収
事

務
が
か
な
り
の
手
間
と
な
っ
て

い
る
。

　
園
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
安

全
と
保
護
者
の
安
心
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
保
育
職
員
の
処

遇
改
善
は
急
務
で
あ
る
。

問　

育
児
の
た
め
、
退
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
保
育
士
資
格
所

有
者
に
対
し
て
、
復
帰
支
援
を

行
う
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

全
国
的
な
傾
向
と
同
じ

く
本
町
に
お
い
て
も
保
育
士
不

足
の
影
響
は
顕
著
に
な
っ
て
い

る
。
年
度
途
中
の
入
所
希
望
の

場
合
、
新
年
度
開
始
ま
で
待
機

児
童
と
な
る
ケ
ー
ス
は
増
え
て

い
る
。

　

新
た
な
保
育
士
の
雇
用
が
難

し
い
状
況
で
あ
り
、
中
途
採
用

も
な
か
な
か
厳
し
い
。

　

保
育
士
の
確
保
対
策
は
本
町

に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
一
旦
離
職
さ
れ
た
保
育
士

の
方
が
復
帰
い
た
だ
く
た
め
の

支
援
策
に
つ
い
て
は
今
後
十
分

に
検
討
し
た
い
。

問

問

城後　光

保育環境の充実を

保育士の復職支援に取り組みたい

町
長

町
長

町長

　
町
有
林
の
分
収
契
約
に
基
づ

き
、
昭
和
30
年
代
か
ら
11
集
落

（
約
42
ｈ
ａ
）と
の
間
で
契
約
が

結
ば
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
57
年
以
上
が
経
ち
、
伐
採
期

を
迎
え
て
い
る
。
一
方
で
分
収

契
約
内
容
を
知
る
人
も
少
な
く

な
り
、
何
ら
か
の
解
決
策
を
望

ん
で
お
ら
れ
る
。

　
　

集
落
関
係
者
も
代
替
わ
り

し
、
契
約
内
容
を
知
ら
な
い
人

も
少
な
く
な
い
。
平
成
28
年
６

月
議
会
で
も
問
う
た
が
「
そ
の

後
あ
ま
り
進
展
が
な
い
」
と
の

声
を
聞
く
。
そ
の
後
の
協
議
経

過
は
。

　
　
　

29
年
5
月
に
分
収
林
管

理
者
協
議
会
を
開
催
し
た
が
、

そ
の
後
は
行
っ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

問　

分
収
林
約
42
ｈ
ａ
の
現
状

や
管
理
状
況
は
把
握
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　

管
理
者
協
議
会
後
に
関

係
集
落
や
森
林
組
合
と
一
緒
に

現
地
確
認
を
行
っ
た
。

問　

境
界
や
面
積
は
確
定
で
き

た
の
か
。

　
　
　

境
界
は
確
定
さ
れ
た
。

面
積
も
契
約
時
の
状
況
で
あ
る
。

問　

分
収
契
約
に
つ
い
て
知
る

人
も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

今
後
ど
う
対
応
す
る
考
え
か
。

答　
　

木
材
価
格
低
迷
や
伐
採

の
採
算
性
を
考
え
る
と
収
益
を

得
る
こ
と
は
難
し
い
。
当
面
は

路
網
整
備
等
を
検
討
し
、
状
況

を
見
守
っ
て
い
く
。
全
集
落
が

精
算
し
た
い
と
な
れ
ば
、
財
政

的
な
面
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

問　

先
人
や
関
係
者
が
長
年
苦

労
し
て
育
成
・
管
理
し
て
き
た

こ
と
に
報
い
る
た
め
に
、
一
日

で
も
早
く
解
決
策
を
探
る
協
議

の
場
を
再
度
設
け
て
は
ど
う
か
。

答　
　

分
収
林
に
つ
い
て
改
め

て
認
識
さ
れ
た
方
も
少
な
く
な

い
と
思
う
。
年
度
明
け
に
再
度

協
議
の
中
で
皆
さ
ん
の
考
え
を

聞
き
た
い
。

問問 問

問 問

石峰　実

町分収林の今後の対応は

再度協議の場を持ち対処したい

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町長

川内地区にある分収林

保育園のお遊戯会



6議会だより   令和２年２月  第149号

町
政
を
問
う

有料化される岩峠駐車場

明かりの確保の仕方や新聞紙で

防寒スリッパ作成を実演

　
波
佐
見
町
地
域
防
災
計
画
と

対
策
に
つ
い
て　

問　
防
災
計
画
に
、
総
合
・
消

防
・
通
信
・
避
難
訓
練
な
ど
の

種
類
が
あ
る
が
、
実
績
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。　

町
長　

町
が
主
体
と
な
っ
て
計

画
し
て
い
る
訓
練
は
、
実
現
で

き
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

避
難
訓
練
は
、
自
治
会
、
学
校

な
ど
で
実
施
し
て
い
る
。　

問　

指
定
避
難
所
の
中
に
は
、

土
砂
災
害
に
適
さ
な
い
施
設
が

あ
る
が
、
対
策
に
つ
い
て
の
協

議
は
行
っ
た
か
。　

町
長　

具
体
的
な
協
議
は
行
っ

て
い
な
い
。
他
の
避
難
施
設
を

利
用
い
た
だ
く
よ
う
周
知
し
て

い
る
。　

　
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機

に
つ
い
て　

問　
自
治
会
未
加
入
世
帯
や
ア

パ
ー
ト
世
帯
へ
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。　

町
長　

要
望
が
あ
れ
ば
設
置
す

る
。
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
の
方
法
で
募
集
す
る
。

　
　

今
後
の
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

町
長　

本
年
６
月
頃
か
ら
順
次

各
世
帯
に
設
置
す
る
計
画
で
あ

る
。
最
終
的
に
は
翌
年
３
月
の

完
了
予
定
で
あ
る
。

問　

各
自
治
会
が
設
置
し
た
放

送
設
備
の
柱
や
配
線
な
ど
、
撤

去
費
用
の
助
成
は
。

町
長　

何
ら
か
の
助
成
の
制
度

を
設
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
自
治
会
と
十
分
協

議
し
研
究
を
し
た
い
。

　
岩
峠
駐
車
場
有
料
化
に
つ
い
て

問　
「
広
報
波
佐
見
」
７
月
号

に
は
、
10
月
か
ら
利
用
料
が
生

じ
る
と
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
令
和

２
年
１
月
15
日
に
変
更
し
た
の

か
。

町
長　

条
例
化
を
行
っ
て
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
方
が
良
い
と
判

断
し
た
た
め
。

問問

問問問問
堀池　主男

防災対策はどうなっているか

ハザードマップを作成している

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町長

　

気
候
変
動
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
、

水
害
・
土
砂
災
害
か
ら
、
町
民

の
命
を
守
る
取
組
み
は
急
務
と

い
え
る
。

問　

自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
難

し
い
方
（
避
難
行
動
要
支
援

者
）
は
、
何
名
い
る
の
か
。

町
長　

３
３
１
名
で
あ
る
。

問　

避
難
行
動
要
支
援
者
個
別

支
援
計
画
の
策
定
状
況
は
。

町
長　

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に

合
わ
せ
た
避
難
計
画
の
た
め
、

人
手
と
時
間
が
か
か
り
、
進
ん

で
い
な
い
。

問　

指
定
避
難
所
に
は
、
町
民

の
何
％
が
避
難
で
き
る
か
。

町
長　
25
％
く
ら
い
で
あ
る
。

問　

そ
れ
で
は
少
な
い
。
避
難

所
に
つ
い
て
見
直
し
も
含
め
、

追
加
指
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

指
定
の
見
直
し
は
検
討

す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。
追

加
は
ま
だ
考
え
て
い
な
い
。

問　

福
祉
避
難
所
の
受
入
可
能

人
数
は
。

町
長　

４
カ
所
指
定
し
て
お

り
、
最
大
１
２
０
名
が
受
入
れ

可
能
で
あ
る
。

問　

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
も

追
加
指
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

福
祉
施
設
に
協
力
の
お

願
い
を
し
て
増
や
し
て
い
き
た

い
。

　
　

指
定
避
難
所
や
福
祉
避
難

所
の
開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

避
難
所
の
開
設
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
ま
だ
で
あ
る
。
早

急
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
平
時

よ
り
備
蓄
す
べ
き
物
な
ど
、
ま

と
め
た
冊
子
を
全
世
帯
に
配
布

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

来
年
度
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
更
新
し
、
全
世
帯
に

配
布
予
定
。
備
蓄
品
関
係
の
冊

子
は
、
研
究
し
た
い
。

　
　

女
性
消
防
団
は
、
防
災
、

救
命
講
習
を
通
し
て
、
町
民
の

防
災
意
識
向
上
の
啓
発
を
さ
れ

て
い
る
。
支
援
の
拡
充
を
。

　
　
　

予
算
枠
を
と
る
こ
と
は

可
能
。
ま
た
、
活
動
の
紹
介
を

し
て
い
き
た
い
。

問問問問問問

問 問問

横山　聖代

女性消防団に支援の拡充を

予算枠を作る

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町長

町
長

町
長

町
長
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一
般
質
問

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
寄
附

金
に
つ
い
て　

問　

現
在
の

申
し
込
み
件

数
・
金
額
及

び
、
昨
年
と

の
比
較
は
。　

町
長　

以
下

の
と
お
り
で

あ
る
。

問　

返
礼
品
で
地
場
産
品
の
割

合
は
。

町
長　

件
数
・
金
額
と
も
に
陶

磁
器
関
係
が
８
割
を
超
え
、
食

品
関
係
が
１
割
弱
程
度
で
あ
る
。

問　

返
礼
品
の
中
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
商
品
の
活
用
と
対
策

は
。

町
長　

寄
附
者
に
選
択
肢
を
与

え
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
を
増
や

し
、
新
た
な
掘
り
起
こ
し
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問　

今
後
の
寄
附
金
の
使
い
道

は
。

町
長　

寄
附
金
は
臨
時
的
な
収

入
で
あ
り
、
経
常
的
な
支
出
に

は
そ
ぐ
わ
な
い
。
条
例
に
よ
る

５
事
業
に
活
用
し
た
い
。　

　
人
口
減
少
に
よ
る
過
疎
化
の

進
行
に
よ
り
、
行
事
に
参
加
で

き
な
い
地
区
が
あ
る
。　
　

問　

波
佐
見
町
体
育
協
会
、
文

化
協
会
の
行
事
日
程
は
、
ど
こ

が
作
成
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

年
度
初
め
に
、
両
協

会
そ
れ
ぞ
れ
が
行
事
計
画
を
立

て
て
い
る
。

問　
各
行
事
の
問
題
点
は
。

教
育
長　

「
波
佐
見
一
周
駅
伝

大
会
」
は
学
生
を
確
保
で
き
な

い
自
治
会
が
増
え
て
い
る
。

　
「
は
さ
み
林
道
マ
ラ
ソ
ン
」は

高
齢
化
が
進
み
、
炊
き
出
し
の

人
員
確
保
が
難
し
い
。　

　
「
町
民
文
化
祭
」
は
、
運
営

人
員
の
減
少
及
び
開
催
日
程
に

課
題
が
あ
る
。

　

問問問問

問問

北村　清美

ふるさとづくり応援寄附金は

昨年より１億４千万の増加町長

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

太田　一彦

防犯カメラの設置予定は

各学校に設置を検討中教育長
　
近
年
、
地
震
や
台
風
に
よ
る

風
水
害
が
多
発
し
て
い
る
。

　
　
大
規
模
停
電
を
想
定
し
た

対
策
に
つ
い
て
、
今
後
、
公
用

車
を
購
入
す
る
と
き
に
は
、
災

害
時
の
蓄
電
池
と
し
て
も
活
用

で
き
る
よ
う
、
電
気
自
動
車
の

購
入
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。　

　
　
　

今
後
の
車
両
更
新
か
ら

選
択
肢
の
一
つ
に
加
え
た
い
。　
　

　
　

電
気
以
外
の
イ
ン
フ
ラ
も

検
討
し
、
非
常
時
に
お
け
る
電

源
の
リ
ス
ク
分
散
を
講
じ
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　

電
力
会
社
か
ら
の
電
力

供
給
以
外
で
は
、
自
家
発
電
し

か
な
い
。
庁
舎
で
は
太
陽
光
発

電
の
機
能
と
蓄
電
池
を
保
有
し

て
い
る
。
ま
た
、
小
型
の
発
電

機
は
18
台
程
度
あ
る
。　

　

全
国
で
登
校
時
の
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
る
。

　
　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
万

全
か
。
特
に
、
危
険
箇
所
の
解

消
は
さ
れ
た
の
か
。　

　
　
　
　

学
校
、
自
治
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
と
連
携
し
、
定
期
的
に

合
同
点
検
を
行
っ
て
い
る
。　

　
　

危
険
箇
所
の
解
消
が
完
了

し
た
時
に
、
関
係
機
関
に
周
知

し
て
い
る
か
。　

教
育
長
、
今
後
、
関
係
部
署
と

定
期
的
な
情
報
交
換
を
行
い
、

事
後
の
確
認
、学
校
へ
の
通
知
、

児
童
生
徒
へ
の
指
導
を
行
う
。

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
予

定
は
な
い
か
。

教
育
長
、
来
年
度
、
各
小
中
学

校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

よ
う
協
議
し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
４
月
に
歴
史
文
化

交
流
館
（
仮
称
）
が
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

カ
フ
ェ
を
設
置
す
る
計
画

が
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。　

教
育
長
、
７
月
か
ら
９
月
末
ま

で
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広
報

紙
で
公
募
を
行
い
、
１
件
の
応

募
が
あ
っ
た
。
営
業
企
画
書
を

も
と
に
面
接
を
行
い
、
企
画
等

は
問
題
な
し
と
判
断
し
、
11
月

上
旬
に
内
定
の
通
知
を
行
っ
た
。

問問問 問

問問

町
長

町
長

工事中の歴史文化交流館（仮称）

区　分 件　数 金　額

本年度
（11月末現在）１万９千件 ５億３千万円

前年度
比　較 89％増 37％増

（１億４千万円増）

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

令和元年　町民文化祭
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町
政
を
問
う

教
育
長

　
町
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
は
進
ん
で
い
る
が
、
一
部

に
は
和
式
の
み
の
施
設
が
あ
り
、

改
善
を
望
む
声
が
多
い
。

問　

鴻
ノ
巣
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ふ
れ
あ
い
広
場
、小
中
学

校
、
甲
辰
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
現

状
及
び
改
善
計
画
は
ど
う
か
。

町
長　

鴻
ノ
巣
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
、
管
理
事
務
所
横
と
東
側
に

ト
イ
レ
が
各
１
カ
所
あ
る
。

　

事
務
所
横
に
は
男
子
用
、
女

子
用
と
多
目
的
ト
イ
レ
が
あ
り
、

男
子
用
は
和
式
１
基
、
女
子
用

は
和
式
２
基
で
あ
る
。
東
側
に

は
男
子
用
は
和
式
１
基
、
女
子

用
は
和
式
と
洋
式
を
１
基
ず
つ

設
置
し
て
い
る
。

　

男
子
用
に
は
、
２
カ
所
と
も

洋
式
が
な
い
の
で
、
い
ず
れ
か

１
基
を
洋
式
に
し
た
い
。
ま

た
、
事
務
所
横
の
女
子
用
は
１

基
を
洋
式
へ
変
更
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

ふ
れ
あ
い
広
場
の
ト
イ
レ
は
、

男
子
用
に
１
基
、
女
子
用
に
２

基
の
和
式
と
、
多
目
的
ト
イ
レ

が
あ
る
。
女
子
用
の
１
基
を
洋

式
へ
変
更
す
る
よ
う
計
画
し
て

い
る
。

教
育
長　

小
中
学
校
の
洋
式
ト

イ
レ
の
割
合
は
、
東
小
36.

６

％
、
中
央
小
35.

５
％
、
南
小
82.

５
％
、
中
学
校
23.

８
％
、全
校

で
39.

６
％
で
あ
る
。

　

各
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
に
は
洋
式

が
１
基
以
上
あ
る
が
、
今
後
は

50
％
以
上
を
洋
式
化
す
る
計
画

で
あ
る
。

　

甲
辰
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
男

子
用
１
基
、
女
子
用
２
基
と
も

和
式
で
あ
る
。
女
子
用
１
基
を

次
年
度
に
洋
式
化
し
、
利
用
状

況
を
見
て
そ
の
後
の
改
修
を
進

め
た
い
。

問　

中
央
小
は
、
計
画
中
の
大

規
模
改
修
で
整
備
し
、
東
小
、

中
学
校
と
進
め
れ
ば
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

学
校
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
、
大
規
模
改
修
の
中
に

含
め
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

問

問
脇坂　正孝

トイレ洋式化の推進を

計画的に進める

町
長

町長

　

宿
泊
の
受
け
入
れ
に
関
し
て

現
在
の
民
泊
施
設
や
ホ
テ
ル
、

今
後
整
備
さ
れ
る
予
定
の
施
設

を
も
っ
て
し
て
も
宿
泊
所
の
数

が
足
り
な
い
。

問　

車
で
宿
泊
で
き
る
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
は
で
き
な

い
か
。

町
長　

大
規
模
な
整
備
で
な
く
、

車
泊
の
よ
う
な
規
模
を
限
定
し

た
取
り
組
み
は

研
究
し
て
い
る
。

少
し
ず
つ
進
め

て
い
き
た
い
。

　
波
佐
見
町
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
元

年
セ
ミ
ナ
ー
で
「
訪
日
観
光
客

は
ま
す
ま
す
個
人
旅
行
化
が
進

ん
で
い
る
。
今
後
は
、
ど
の
よ

う
に
情
報
発
信
し
て
い
く
か
が

課
題
」
と
の
事
だ
っ
た
。
そ
の

中
で
も
、W

i-Fi

環
境
は
必
須

と
の
事
で
あ
る
。

問　

W
i-Fi

環
境
の
拡
大
は
ど

う
進
め
る
の
か
。

町
長　

観
光
誘
客
が
見
込
め
る

公
共
的
エ
リ
ア
で
の
整
備
は
検

討
す
る
が
、
設
置
費
用
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
設

置
場
所
は
厳
選
し
て
見
極
め
る
。

問　

鬼
木
や
歴
史
文
化
交
流
館

（
仮
称
）、
庁
舎
に
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　

庁
舎
は
需
要
が
多
く
な

れ
ば
考
え
る
。
鬼
木
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

歴
史
文
化
交
流
館

は
、
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

　
自
然
や
歴
史
、
地
元
の
生
活

に
触
れ
な
が
ら
歩
く
、「
オ
ル

レ
」
と
い
う
新
た
な
旅
の
ス
タ

イ
ル
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
以
前
、
オ
ル
レ
の
認
定
効
果

は
認
め
る
も
の
の
、
申
請
に
つ

い
て
は
十
分
な
検
討
が
必
要
と

の
事
で
あ
っ
た
。

問　

そ
の
後
検
討
は
し
た
の
か
。

町
長　
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

昨
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
あ
り
、
現
段
階
で
は
積
極
的

な
オ
ル
レ
の
申
請
は
考
え
て
い

な
い
。

尾上　和孝

車泊できる整備を

少しずつ進めていきたい町長

洋式化計画の鴻ノ巣グラウンド

「ふれあい広場」のトイレ

教
育
長

教
育
長

問問

問 問

町
長

町
長

町
長

町
長

『平戸春風オルレ』

コース風景
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一
般
質
問

※議長は採決に加わりません。可否同数の場合は、議長表決となります。

賛 否 表 主 な 議 案
 
                　　○賛成  ●反対  －は欠席

議 席 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議決の
結果

表決数
賛成：反対

福
田
勝
也

城
後
　
　
光

横
山
聖
代

三
石
　
　
孝

北
村
清
美

脇
坂
正
孝

百
武
辰
美

中
尾
尊
行

尾
上
和
孝

川
田
保
則

太
田
一
彦

堀
池
主
男

石
峰
　
　
実

議案
番号等 議 　 　 　 　 　 　 　 案

61 ～ 
　66

令和元年度波佐見町一般会計補正予算
（第２号）　ほか 可決  13：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67 波佐見町課設置条例の一部を改正する
条例 可決 12：1 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 波佐見町印鑑条例の一部を改正する条例 可決 13：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69
特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例

【撤回】

70
波佐見町議会議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部を改正する
条例

可決 8：5 ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

71 町長及び副町長の給与に関する条例の
一部を改正する条例 可決 11：2 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例 可決 13：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 波佐見町公共下水道条例の一部を改正する
条例 可決 13：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 波佐見町防災行政無線戸別受信機整備
工事請負契約の締結について 可決 13：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 波佐見町歴史文化交流館（仮称）整備
工事請負契約の変更について 可決 12：1 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
公
共
交
通
と
し
て
、
予
約
制

乗
合
交
通
が
存
在
す
る
が
、
不

便
な
た
め
、利
用
者
が
少
な
い
。

交
通
弱
者
対
策
も
他
町
に
比
べ

て
大
変
お
粗
末
で
あ
る
。

問　
予
約
制
乗
合
交
通
（
タ
ク

シ
ー
）
に
つ
い
て
、
８
年
目
に

な
る
が
、ど
の
よ
う
に
思
う
か
。　

町
長　

現
在
の
運
輸
関
係
の
厳

し
い
規
制
の
中
で
は
最
適
の
制

度
と
思
う
。

問　

高
齢
者
の
運
転
免
許
の
返

納
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
高

齢
化
社
会
で
は
、
路
線
バ
ス
の

空
白
解
消
ば
か
り
を
言
っ
て
は

お
れ
な
い
が
ど
う
か
。

町
長　

確
か
に
、
利
用
さ
れ
る

方
は
、
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で

あ
り
、
交
通
弱
者
対
策
と
同
じ

考
え
方
で
い
る
。

問　

今
後
も
こ
の
制
度
を
継
続

す
る
の
か
。
西
海
市
が
実
施
し

て
い
る
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
方

式
を
導
入
す
る
の
か
。

町
長　

西
海
市
と
同
様
の
方
式

は
、
本
町
で
は
法
律
上
で
き
な

い
。

問　

予
約
制
乗
合
交
通
の
地
図

に
よ
る
と
、
皿
山
に
は
停
留
所

が
２
か
所
し
か
な
い
。
こ
う
い

う
と
こ
ろ
は
他
に
も
沢
山
あ
り
、

交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
の
足

と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

後
期
高
齢
者
は
、
戦
後
の
復

興
に
貢
献
さ
れ
、
本
町
の
基
礎

を
築
か
れ
た
方
々
で
あ
る
。
ど

こ
に
行
く
に
も
車
な
し
で
は
移

動
で
き
な
い
。

　

せ
め
て
川
棚
町（
４
５
０
円

24
枚
）・
東
彼
杵
町（
５
０
０
円

20
枚
）並
み
に
タ
ク
シ
ー
利
用

券
の
交
付
が
出
来
な
い
か
。

町
長　

今
の
制
度
で
は
、
タ
ク

シ
ー
会
社
の
運
営
上
、
事
前
に

予
約
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

電
話
は
、
年
を
と
っ
て
も
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
る
。

問　

今
の
制
度
の
こ
と
は
聞
い

て
い
な
い
。
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
交
付
で
き
な
い
か
を
聞
い
て

い
る
。

　
　
　

そ
う
い
う
こ
と
も
検
討

の
一
つ
に
入
る
。

問

問問問問
三石　孝

高齢者にタクシー利用券の交付を

検討の一つに入る

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町長

乗り合いタクシー
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11
月
5
日　
総
務
課
を
調
査

災
害
対
策
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
に
町
で
作
成
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
平
成
20
年
度
に
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」、27
年
度
に
「
た
め
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」が
あ
る
。
今
後
は「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
国
の

新
し
い
基
準
が
制
定
さ
れ
、
大
雨
が
降
っ
た
場

合
の
浸
水
予
定
区
域
を
作
り
直
す
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
業
者
を
選
定
し
、
令
和
２
年

度
中
に
整
備
を
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
非
常

用
毛
布
４
３
２
枚
、
非
常
用

缶
詰
パ
ン
９
３
６
缶
、
カ

ロ
リ
ー
メ
イ
ト
２,
９
１
０

個
、
水
タ
ン
ク
袋
（
10
リ
ッ

ト
ル
）
３,
０
０
０
枚
で
あ

る
。

◎
主
な
質
疑
・
応
答

問　
消
防
団
と
地
域
住
民
が
連
携
し
た
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　

避
難
誘
導
や
女
性
団
員

に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
等

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問　

町
内
の
避
難
場
所
で
危
険
な
と
こ
ろ
は
な

い
か
。

答　

土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る
よ
う
な
避
難
勧

告
時
に
使
用
で
き
な
い
避
難
所
が
32
カ
所
の
う

ち
14
カ
所
あ
る
。
そ
の
場
合
、
土
砂
災
害
指
定

に
入
っ
て
い
な
い
避
難
所
に
避
難
し
て
も
ら
い

た
い
。

問　

避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
自
治
会
は
ど
れ

く
ら
い
あ
る
か
。

答　

15
自
治
会
で
あ
る
。

問　

防
災
士
の
講
習
を
受
け
る
よ
う
団
員
に
指

導
は
で
き
な
い
か
。

答　

団
員
に
対
す
る
呼
び
か
け
は
、
や
っ
て
い

総務文教委員会総務文教委員会

く
べ
き
と
考
え
る
。

問　

備
蓄
対
策
で
ス
ー
パ
ー
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
が
、
物
資
の
内
容
は
何
か
。

答　

水
、
弁
当
、
保
存
食
等
で
あ
る
。

問　

災
害
ゴ
ミ
の
仮
置
き
場
は
ど
こ
か
。

答　

何
箇
所
か
挙
が
っ
て
い
る
が
、
問
題
が
幾

つ
か
あ
り
検
討
段
階
で
あ
る
。

 

◎
ま
と
め　
　
　
　
　
　
　

　

近
年
の
集
中
的
な
豪
雨
に
よ
り
各
地
で
河

川
の
氾
濫
が
頻
発
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
国
か
ら
１
０
０
年
に

一
度
の
想
定
を
１
０
０
０
年
に
一
度
の
想
定

に
作
り
直
す
よ
う
指
示
が
出
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
本
町
で
は
、
来
年
度
新
た
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
計
画
で
あ

る
。
大
切
な
人
命
を
守
る
た
め
に
も
、
し
っ

か
り
と
し
た
想
定
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
防
災
訓
練
に
関
し
て
は
、
現
在
15
自
治

会
が
訓
練
を
行
っ
て
い
る
が
、
全
自
治
会
が

取
り
組
む
よ
う
強
く
促
し
て
も
ら
い
た
い
。

問

問問

問 問問

答答

答答答答
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12
月
17
日　
産
業
厚
生
委
員
会
と
の

連
合
審
査
会

 
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援

　
　
　
　
　
　
　
寄
附
金
調
査

◎
寄
附
金
・
基
金
残
高
等
推
移

◎
主
な
質
疑
・
応
答

問　
順
調
に
伸
び
て
い
る
要
因
は
。

答　

全
国
的
な
サ
イ
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
返
礼

品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増
や
し
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
品
物
が
増
え
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

問　

現
在
の
ア
イ
テ
ム
と
業
者
数
は
ど
の
く
ら

い
か
。

答　

ア
イ
テ
ム
は
、
１
０
０
０
ア
イ
テ
ム
。
業

者
数
は
85
社
で
あ
る
。

問　

各
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
の
申
込
み
の
割

合
は
。

答　
『
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
』
45
％
。『
楽
天
』

38
％
。『
さ
と
ふ
る
』12
％
。『
ふ
る
な
び
』3
％
。

『
Ａ
Ｎ
Ａ
』
1
％
。

問　

寄
附
金
に
よ
っ
て
、
財
源
に
余
裕
が
で
き

る
の
で
、
そ
の
分
を
農
業
・
高
齢
者
関
連
や
各

自
治
会
か
ら
の
要
望
な
ど
に
充
て
ら
れ
な
い

か
。

答　

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

総務文教委員会

 

◎
ま
と
め　
　
　
　
　
　
　

　

今
後
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
、
ど
の

よ
う
に
使
っ
て
い
く
か
、
有
効
な
使
い
み
ち

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
ま
で
以
上
に
、
町
民
の
皆
様
に
還
元
で

き
る
よ
う
な
、
事
業
・
政
策
に
使
っ
て
頂
き

た
い
。

 

問問 問問 答答答答

区分 寄附金 基金繰入額 積立金 基金残高

28 年度 44,243 0 24,779 41,132

29 年度 515,730 1,500 236,838 276,470

30 年度 898,497 138,500 441,774 579,744

元年度 1,000,000 250,500 460,386 789,630

（28 ～ 30 年度は決算額・元年度は予算額）　　　　　　単位：千円

ふるさと納税返礼品カタログ
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10
月
16
日　
商
工
振
興
課
を
調
査

①
産
業
廃
棄
物
と
廃
石
膏
の
処
理
に
つ
い
て

　

平
成
元
年
、
井
石
郷
桑
の
木
地
区
に
町
が
設

置
し
た
処
分
場
が
、
11
年
３
月
末
で
満
杯
に
な

り
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
業
界
と
町
と
で
産
業
廃
棄
物

処
理
場
建
設
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
自
然

環
境
へ
の
影
響
等
を
考
慮
し
、
埋
め
立
て
方
式

を
見
直
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
化
を
進
め
る
方
針
が

示
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
20
年
間
思
う
よ
う
に
は
進
ん

で
い
な
い
。
ま
た
、
長
崎
市
や
西
海
市
の
処
分

場
が
、
廃
石
膏
の
受
け
入
れ
を
中
止
し
た
こ
と

で
、
こ
の
問
題
が
再
度
表
面
化
し
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
再
び
廃
石
膏
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
に

取
り
組
む
事
と
な
っ
た
。
町
も
専
門
家
を
招
聘

し
、
関
係
業
者
と
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

◎
主
な
質
疑
・
応
答

問　

全
国
の
や
き
も
の
産
地
に
お
け
る
廃
石
膏

の
問
題
を
調
査
し
た
か
。

答　

瀬
戸
市
を
調
査
し
た
。
石
膏
メ
ー
カ
ー
が

廃
石
膏
の
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
を
行
い
、
土
壌
改

良
剤
や
セ
メ
ン
ト
材
料
に
な
っ
て
い
る
。

問　

廃
石
膏
も
土
に
戻
す
の
が
一
番
で
あ
る
。

県
の
農
林
関
係
機
関
で
研
究
は
で
き
な
い
か
。

答　

国
や
県
の
関
係
機
関
に
見
て
も
ら
い
成
分

的
に
土
壌
に
撒
い
て
も
大
丈
夫
と
い
う
見
解
を

頂
い
て
い
る
。
し
か
し
、
農
家
を
説
得
す
る
実

証
デ
ー
タ
の
取
得
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

問　

本
町
独
自
で
安
定
型
も
し
く
は
管
理
型
の

最
終
処
分
場
の
建
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

普
通
規
模
の
安
定
型
処
分
場
の
建
設
費
は

約
30
億
円
か
か
る
。
候
補
地
も
な
い
。

問　

窯
元
、
生
地
屋
、
型
屋
で
の
リ
サ
イ
ク
ル

や
最
終
処
分
に
関
す
る
理
解
度
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

答　
ま
だ
、
20
％
～
30
％
程
度
と
考
え
る
。

問　

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
に
し
て
も
費
用
を
考

え
ず
に
は
進
め
ら
れ
な
い
。
助
成
は
で
き
な
い

か
。

答　

業
界
か
ら
の
話
し
合
い
の
中
で
も
助
成
の

産業厚生委員会

こ
と
が
出
る
が
、
そ
れ
は
最
終
手
段
と
考
え
て

い
る
。

問　

廃
石
膏
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
問
題
と
在
庫
の

問
題
は
切
り
離
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。

答　

ど
ち
ら
を
先
に
行
う
か
で
は
な
く
同
時
に

考
え
て
行
く
べ
き
と
思
う
。

問　

リ
サ
イ
ク
ル
料
は
高
額
に
な
る
。
民
間
が

ペ
イ
で
き
ず
、
行
政
が
推
進
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
助
成
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答　

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
自
体
、
行
政
は
後
押
し

を
行
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
業
界
が
本
来
行
う

べ
き
も
の
で
あ
る
。

◎
ま
と
め

　

廃
石
膏
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
リ
サ
イ
ク
ル

化
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
経
営
状
況
が
脆
弱
な
窯
業

関
係
業
者
へ
の
行
政
の
手
助
け
が
必
須
で
あ
る
。

し
か
る
べ
き
時
に
、
行
政
支
援
を
行
い
『
波
佐

見
町
及
び
波
佐
見
焼
』
発
展
の
た
め
に
尽
力
し

て
も
ら
い
た
い
。

問問問 問 問

問問

答答

答答

答答 答

産業厚生委員会

倉庫に積み上げられた廃石膏
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こ
と
が
出
る
が
、
そ
れ
は
最
終
手
段
と
考
え
て

い
る
。

問　

廃
石
膏
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
問
題
と
在
庫
の

問
題
は
切
り
離
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。

答　

ど
ち
ら
を
先
に
行
う
か
で
は
な
く
同
時
に

考
え
て
行
く
べ
き
と
思
う
。

問　

リ
サ
イ
ク
ル
料
は
高
額
に
な
る
。
民
間
が

ペ
イ
で
き
ず
、
行
政
が
推
進
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
助
成
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答　

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
自
体
、
行
政
は
後
押
し

を
行
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
業
界
が
本
来
行
う

べ
き
も
の
で
あ
る
。

◎
ま
と
め

　

廃
石
膏
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
リ
サ
イ
ク
ル

化
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
経
営
状
況
が
脆
弱
な
窯
業

関
係
業
者
へ
の
行
政
の
手
助
け
が
必
須
で
あ
る
。

し
か
る
べ
き
時
に
、
行
政
支
援
を
行
い
『
波
佐

見
町
及
び
波
佐
見
焼
』
発
展
の
た
め
に
尽
力
し

て
も
ら
い
た
い
。

②
予
約
制
乗
合
交
通
（
タ
ク
シ
ー
）
に
つ
い
て

　

バ
ス
路
線
の
廃
止
に
伴
っ
て
、
交
通
空
白
地

帯
の
解
消
を
目
的
と
し
て
平
成
23
年
度
に
実
証

実
験
、
24
年
度
か
ら
本
格
的
に
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
運
行
開
始
。
運
行
の
事
業
者
は
相
互
タ
ク
シ
ー

と
マ
ユ
ミ
タ
ク
シ
ー
で
町
内
12
路
線
を
運
行
し

て
い
る
。
29
年
度
に
町
内
各
地
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
等
を
回
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
30
年

度
か
ら
の
運
行
見
直
し
を
行
っ
た
。

　

内
容
は
、
27
箇
所

の
停
留
所
の
増
設
。

一
日
3
便
の
運
行
を

4
便
に
増
便
。
総
合

文
化
会
館
経
由
の

ル
ー
ト
に
変
更
で
あ

る
。

◎
主
な
質
疑
・
応
答

問　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
存
在
を
町
民
は
知
っ
て

い
る
が
、『
の
ん
な
っ
せ
号
』
を
知
ら
な
い
人
が

多
い
が
何
故
か
。

答　

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
『
の
ん
な
っ
せ
号
』

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。
不
足
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
調
査
し
対
応
し
た

い
。

問　

乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
目
的
地
は
ど
こ

が
多
い
か
。

答　
病
院
や
ス
ー
パ
ー
が
多
い
。

問　

西
海
市
で
は
乗
合
交
通
『
ス
マ
イ
ル
ワ
ゴ

ン
』
事
業
で
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
調
査
は
行
っ
た
か
。

答　

電
話
で
行
っ
た
。
玄
関
か
ら
目
的
地
ま
で

の
運
行
な
の
で
、
住
民
目
線
か
ら
は
す
ご
く
便

利
で
あ
る
と
思
う
。

問　

西
海
市
と
同
様
の
こ
と
が
本
町
で
で
き
な

い
か
。

答　

西
肥
バ
ス
の
許
可
が
下
り
な
い
の
で
で
き

な
い
。

問　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
良
い
制
度
に
し
よ
う

と
努
力
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
も
こ
の
シ
ス

テ
ム
が
最
高
と
考
え
て
い
る
か
。

答　

仕
組
み
自
体
は
財
政
か
ら
す
れ
ば
よ
い
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
と
考
え
る
。
利
用
す
る
側
か
ら

は
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
と
思
う
。

問　

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
な
け
れ
ば
利
用
価

値
が
な
い
。
予
算
形
態
を
大
き
く
見
直
す
考
え

産業厚生委員会

も
重
要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答　

今
の
形
態
を
維
持
し
な
が
ら
タ
ク
シ
ー
券

を
出
す
の
は
政
策
的
に
二
重
に
な
る
。
他
に
方

法
が
な
い
か
検
討
す
る
。

◎
ま
と
め

　

予
約
制
乗
合
交
通
の
制
度
は
、
予
算
的
に
安

価
で
運
用
で
き
、
行
政
側
か
ら
見
れ
ば
、
と
て

も
良
い
制
度
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
利
用
者
で
あ
る
町
民
側
か
ら
見
る

と
、
利
用
し
づ
ら
く
不
満
の
残
る
制
度
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
利
用
頻
度
か
ら
見
れ
ば
明
ら
か
で

あ
る
。

　

今
後
は
、
予
約
制
の
問
題
、
乗
り
継
ぎ
の
問

題
、
２
社
の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
費
用
・
人
員
の

問
題
等
を
考
慮
し
、
町
民
が
よ
り
利
用
し
や
す

い
仕
組
み
作
り
を
目
指
し
て
調
査
・
研
究
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
。
将
来
的
に
は
福
祉
タ
ク
シ
ー

つ
ま
り
身
障
者
、
あ
る
い
は
介
護
関
係
者
ま
で

含
ん
だ
と
こ
ろ
で
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
運

行
を
見
据
え
て
、
総
合
的
に
見
直
す
べ
き
と
考

え
る
。

問問

問

問問問

答

答答答答

のんなっせ号　宿ステーション

答
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。
を
力
に
字
活。
を
愛
に
字
活

No.149 令和２年２月号

第64回長崎県美術展覧会　デザイン部門　中華人民共和国駐長崎総領事賞  『活字離れ』（連作）

波佐見高校 美術・工芸科２年
岡村 果南子
おかむら　　かなこ

今月の
はさみの人 さん

　インターネットやSNSの普及に伴い、若い人たちを中心に活字離れが進んでいます。

本を手にしてページをめくると、自然と穏やかな気持ちになります。もっと本に親し

んでほしいという作者の気持ちが込められた作品です。

　今年の長崎県展デザイン部門で中華人民共和国駐長崎総領事賞を受賞されました。

編
集
後
記

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
令

和
初
の
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

今
年
は
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
年
で
す
。
世
界
各
国
か
ら
鍛

え
ぬ
か
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
が
集
ま

り
、
力
や
技
を
競
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
が
盛
ん
な
本
町
か
ら
、
五
輪
や
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
す
る
選
手
の

出
現
も
夢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

 

３
月
定
例
会
は
間
も
な
く
で
す
。
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

（
脇
坂
　
正
孝
）

北

村

清

美

城

後

　

光

福

田

勝

也

横

山

聖

代

三

石

　

孝

脇

坂

正

孝

委
員
長

副
委
員
長

委

員

今

井

泰

照

議

長

議
会
だ
よ
り
●
令
和
２
年
２
月
14
日
発
行

●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１
波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　
印
刷
／
有
限
会
社
井
手
写
真
製
版

議
会
広
報
調
査 

特
別
委
員
会

次回定例会は3月上旬予定
場所：役場2階 議場

日程はHPや町内放送でお知らせします
波佐見町役場 議会事務局 ℡85-5755
h t tp : / /www. town .hasam i . l g . j p

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

傍聴者の駐車場を

確保してほしい。

（40・60代女性）

議 員 の 質 問 さ れ

て い る 姿 勢 や 感

情 を み る と、一

生 懸 命、信 念 を

感じた。

（50 代　女性）

災 害 対 策 と し て、

他 人 事 と 考 え ず、

“備えあれば患いな

し”の考えが良い

と思った。

（50 代　女性）

傍聴者の声 12月定例会は、のべ34人の傍聴がありました。
いただいた意見の一部をご紹介します。

河川の木や草の処分

を も っ と し て ほ し

い。災害防止のため

にも。（50 代　女性）

交通弱者対策として、本町もタクシー券

が良いと思います。

（40・50・60・70 代　女性）

町民の収入が低い方の事を良く考え

られていて、ありがたく思った。

（50 代　女性）

役場に緊急時の食料の備蓄があるとは知らな

かった。ずっと心配していたから知れてよかった。

（50 代　女性）

もっと町民の方に傍聴に来ても

らった方が良いと思った。

（50代　女性）

 令和元年最後の議会に沢山の方に傍聴に来て頂き感謝申し上げます。頂戴しましたご意

見は、今後の議会運営にしっかり反映させて頂きます。

 また、一般質問の内容についての感想は、とても嬉しく感じました。今後の議員活動に

も気合が入ります。ありがとうございました。

傍聴者に感謝

発
行
責
任
者


